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す要因となりうる｡酸素 170を同位体濃縮したサンプルの､- 17oJ H--0-のプロトンの
Tlに対しては､この揺らぎの相関時間は､回転相関時間(Tr)とプロトン移動の相関時間
(Tpt)により次のように表される｡

































































































































































































































































































トン移動速度 で｡了1- k｡tにともなって揺らぐ､‖loc∝ r~3｡)したがって､プロトン移動などの
化学交換による揺らぎの相関時問 で｡tが回転相関時問 Trと比較して同程度以上ならば､
式(13)のように表現できる｡































1/Tldd(lHJ 70) ∝ て (18)
また､Tについては､以前に次式のように表現した､
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壬 -搾 )2Tr (23)
13C核の緩和時間(Tl)および核オーバーハウザー効果(NOB)の測定から､次式より回転相
関時間(Tr)を求め､

























































Tld(1HJ70) Tl(lHJ70) Tl(lHJ60)-言 わ2yty2HrO-ST
ここで､
Tl(lHJ 70)
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Tablel ヒドロキシル基の化学シフトおよびⅠ胡)同位体効果(25℃)
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